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島
根
県
西
部
の
地
区
本
部
で
寿
ロ
ー
ド
を
四
国
方
面

に
２
日
間
の
日
程
で
開
催
し
ま
し
た
。
当
地
区
本
部
か
ら

１
３
０
人（
西
部
３
地
区
本
部
合
計
約
５
２
１
人
）の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

　
初
日
は
、
高
知
県
を
代
表
す
る
名
所
で
坂
本
龍
馬
像
が

浜
辺
に
あ
り
、
昔
か
ら
月
見
の
名
所
と
し
て
も
知
ら
れ
る

桂
浜
に
行
き
ま
し
た
。ま
た
、今
年
３
月
に
開
館
し
た
ば
か

り
の「
高
知
城
歴
史
博
物
館
」に
行
き
、
体
験
型
の
展
示
や

映
像
で
土
佐
の
歴
史
文
化
の
魅
力
に
触
れ
て
き
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、
岡
山
県
ま
で
戻
り
、
岡
山
市
総
合
文
化
体

育
館
で
開
催
さ
れ
た
大
相
撲
岡
山
場
所
を
見
学
し
ま
し

た
。
横
綱
、
幕
内
・
十
両
力
士
ら
が
土
俵
入
り
か
ら
結
び

の
一
番
ま
で
本
番
さ
な
が
ら
の
取
組
み
を
見
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。ま
た
、
地
方
巡
業
な
ら
で
は
の
初
切（
し
ょ
っ

き
り
）、相
撲
甚
句
、ち
び
っ
こ
相
撲
な
ど
の
余
興
も
あ
り
、

大
相
撲
の
魅
力
を
存
分
に
楽
し
み
ま
し
た
。

　

10
月
23
日
が
や
っ
て
き
た
。
第
37
回
寿
ロ
ー
ド
も
や
っ
て
き

た
。
台
風
21
号
も
や
っ
て
き
た
。
天
候
を
気
遣
い
な
が
ら
一
路

南
国
高
知
を
目
指
し
た
バ
ス
の
旅
。
四
国
山
地
の
長
い
ト
ン
ネ

ル
を
抜
け
て
高
知
は
青
空
で
し
た
。
旅
は
、
天
気
が
よ
く
な
い

と
楽
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

行
っ
て
み
た
か
っ
た
高
知
城
歴
史
博
物
館
は
、
真
新
し
く
、

展
示
は
幕
末
維
新
が
中
心
の
文
物
で
し
た
。
高
知
に
は
、
博
物

館
の
中
の
み
で
な
く
、
至
る
所
に
坂
本
龍
馬
が
い
る
。
飛
行
場

だ
っ
て「
高
知
龍
馬
空
港
」だ
し
、
桂
浜
の
銅
像
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、

お
ま
ん
じ
ゅ
う
に
も
い
る
の
だ
。
台
風
の
被
害
で
竹
林
寺
に
行

け
な
か
っ
た
ぶ
ん
、
百
五
十
年
前
の
世
界
に
た
っ
ぷ
り
浸
り
館

内
を
回
れ
ま
し
た
。

　

全
員
揃
っ
て
の
夜
の
宴
会
、
い
い
で
す
ね
、
こ
の
雰
囲
気
。
よ

さ
こ
い
演
舞
や
カ
ラ
オ
ケ
を
肴
に
美
味
し
い
酒
と
料
理
、
久
し

ぶ
り
の
知
人
と
ゆ
っ
く
り
近
況
を
語
り
合
う
こ
の
場
を
求
め
て

参
加
し
た
の
で
す
。
年
金
受
給
者
だ
っ
て
皆
さ
ん
元
気
で
す
。

侮
る
な
！

　

２
日
目
は
、
晴
の
国
岡
山
に
旗
が
は
た
め
き
、
大
相
撲
岡

寿
ロ
ー
ド
参
加
は
元
気
の
し
る
し

瑞
穂
地
区
　
荒
田
　
和
明

　

10
月
23
～
24
日
、
大
相
撲
岡
山
場
所
見
学
と
な
っ
て
お
り
ま

し
た
が
、
前
日
ま
で
大
型
台
風
が
き
て
心
配
し
て
お
り
ま
し
た

が
晴
天
と
な
り
予
定
通
り
出
発
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
高
知
県
桂
浜
に
着
い
た
時
は
多
少
波
も
高
い

よ
う
で
し
た
が
、
き
れ
い
で
し
た
。
坂
本
龍
馬
像
は
高
い
所
に

あ
っ
て
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
四
国
第
三
十
一
番
所
、
竹
林
寺

に
行
く
予
定
で
し
た
が
台
風
で
通
行
で
き
ず
、
一
日
目
の
宿
に

着
き
ま
し
た
。
夜
は
、
夕
食
時
に
よ
さ
こ
い
演
舞
を
見
せ
て
頂

き
、
若
い
方
が
元
気
い
っ
ぱ
い
踊
ら
れ
、
ま
た
私
達
も
踊
り
の

輪
に
入
り
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
い
ま
し
た
。
カ
ラ
オ
ケ
も

皆
さ
ん
上
手
で
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
大
相
撲
見
学
は
や
は
り
目
の
前
で
見
ま
す
と
巨
体

に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
本
当
に
大
き
い
で
す
。
平
素
見
ら
れ
な

い
こ
と
も
見
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
職

員
の
方
々
の
気
遣
い
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
バ
ス
の
中
で
は
名
ガ
イ
ド
さ
ん
の
笑
い
あ
り

で
２
日
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
長
い
時
間
楽
し
く
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
体
の
続
く
か
ぎ
り
参
加
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

寿
ロ
ー
ド
に
参
加
し
て

大
和
地
区
　
藤
田
　
か
を
る

山
場
所
が
や
っ
て
き
た
。
巡
業
は
、
本
場
所
と
違
っ
て
力
士
さ

ん
の
雰
囲
気
が
柔
ら
か
く
て
、
サ
ー
ビ
ス
充
分
で
す
。
私
は
、

シ
ャ
ワ
ー
室
か
ら
出
て
き
た
力
士
に
片
手
を
ハ
イ
タ
ッ
チ
の
よ

う
に
大
き
く
上
げ
る
と
、
げ
ん
こ
つ
に
握
り
締
め
た
手
で
軽
く

タ
ッ
チ
し
て
く
れ
ま
し
た
が
、
残
念
な
こ
と
に
そ
の
力
士
の
し

こ
名
が
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
土
俵
上
で
の
取
組
や
土
俵
入

り
は
あ
っ
と
い
う
間
に
５
時
間
経
過
。

　

帰
り
の
バ
ス
の
中
で「
寿
ロ
ー
ド
に
参
加
で
き
る
の
は
ま
め
な

う
ち
よ
の
う
」と
の
つ
ぶ
や
き
に
同
感
で
す
。
平
凡
な
つ
ぶ
や
き

が
い
つ
ま
で
も
耳
に
残
り
ま
し
た
。
元
気
で
参
加
で
き
る
こ
と

に
感
謝
し
て
、
ま
た
参
加
し
た
く
思
い
ま
す
。

　

寿
ロ
ー
ド
は
、
高
齢
者
ば
か
り
の
団
体
で
す
か
ら
、Ｊ
Ａ
の
役

職
員
も
大
変
気
を
使
わ
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
高
齢
者
が
寄
り

か
か
れ
る
所
と
し
て
、
長
く
続
け
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

第37回
10月23日～24日
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島
根
お
お
ち
青
年
連
盟

は
、
愛
媛
県
松
山
市
で
開

催
さ
れ
た
中
国
・
四
国
地

区
Ｊ
Ａ
青
年
の
主
張
・
Ｊ

Ａ
青
壮
年
組
織
活
動
実
績
発
表
大
会
と
二
日
目
に
開
催
さ
れ

た
第
41
回
組
織
親
睦
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
中
国
・
四
国
の
Ｊ
Ａ
青
壮
年
組
織
盟
友
の

主
張
と
組
織
活
動
の
発
表
を
通
じ
、
盟
友
の
自
己
啓
発
に
よ

る
意
識
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
通
じ
た

相
互
交
流
で
よ
り
一
層
の
組
織
強
化
と
活
動
の
活
性
化
を
目

指
し
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

島
根
お
お
ち
地
区
本
部
組
合
員
課
は
、「
ゆ
と
り
倶
楽
部
」
の
第
７

回
の
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
の
講
座
は
、
来
年
４
月
１
日
に
廃

線
と
な
る
Ｊ
Ｒ
三
江
線
を
利
用
し
Ｊ
Ｒ
石
見
川
本
駅
か
ら
乗
車
し
、
広
島
県
三
次
方
面
へ

出
か
け
ま
し
た
。

　

当
日
は
21
名
が
参
加
。
あ
い
に
く
の
曇
り
空
で
し
た
が
、

三
江
線
の
列
車
の
車
窓
か
ら
紅
葉
し
た
山
並
み
が
霞
に
煙
る

幻
想
的
な
風
景
と
ゆ
っ
た
り
流
れ
る
江
の
川
を
眺
め
な
が
ら
、

Ｊ
Ｒ
三
次
駅
ま
で
の
列
車
の
旅
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
三
次
駅
に
着
く
と
バ
ス
に
乗
り
換
え
、
三
次
市
に

あ
る
平
田
観
光
農
園
に
移
動
し
、
今
が
旬
の
り
ん
ご
を
収
穫

し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、「
何
十
年
ぶ
り
に
乗
っ
て
学
生
時
代
を
思
い
出

し
た
。
廃
線
に
な
る
の
が
残
念
だ
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

8
11月

ゆ
と
り
倶
楽
部　
三
江
線
の
旅

中
国
・
四
国
地
区
Ｊ
Ａ
青
年
の
主
張
、

Ｊ
Ａ
青
壮
年
組
織
活
動
実
績
発
表
大
会
参
加

　

11
月
上
旬
か
ら
管
内
各
地
で
農
業
祭
・
産
業
祭
が
開
催
さ
れ
、
各
支

店
に
お
い
て
農
産
物
の
品
評
会
も
同
時
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

金
賞
・
一
等
賞
を
受
賞
さ
れ
た
方
々
は
次
の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

上旬
11 月

２
０
１
７　
秋
の
祭
典

9
11月

10
11月

品
目
名

出
品
者
名

金　
賞

柿

景
山　
春
芳

大
根

梅
田　
義
雄

さ
つ
ま
い
も

梅
田　
信
雄

ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
農
事
組
合
法
人

小
松
地
営
農
倶
楽
部

白
ね
ぎ

有
井　
昌
晃

第
14
回
美
郷
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

農
林
農
産
物
品
評
会

品
目
名

出
品
者
名

最
優
秀
賞

白
ね
ぎ

岡
本　
多
市

金　
賞

白
ね
ぎ
の
部

岡
本　
多
市

な
が
い
も
の
部

岩
崎　
久
廣

里
芋
の
部

岩
崎　
幸
子

出
荷
の
部

平
田
千
代
子

菜
園
の
部

高
橋　
　
寛

果
実
の
部

酒
井　
勝
美

穀
類
の
部

川
崎　
泰
孝

ほ
だ
木
の
部

岩
本　
藤
正

特
別
賞
白
ね
ぎ
の
部

山
田　
舜
一

出
荷
の
部

平
田
千
代
子

菜
園
の
部

大
屋　
　
繁

果
実
の
部

平
田　
　
勲

第
30
回
桜
江
い
き
い
き
祭
り

農
林
農
産
物
品
評
会

品
目
名

出
品
者
名

１　
等
白
菜

寺
本
ア
ツ
ミ

白
ね
ぎ

森
本　
一
則

玉
葱

寺
本
な
み
子

２　
等

白
ね
ぎ

寺
本　
国
男

玉
葱

高
畑　
　
幸

ば
れ
い
し
ょ

松
木　
國
男

か
ぼ
ち
ゃ

服
部　
武
司

し
ょ
う
が

土
佐　
常
美

柿

佐
々
本
和
男

銀
杏

日
高　
孝
雄

キ
ャ
ベ
ツ

日
貫
お
お
も
と

フ
ァ
ー
ム

３　
等

白
ね
ぎ

竹
崎　
　
繁

玉
ね
ぎ

寺
脇　
義
文

里
芋

森
田　
益
江

里
芋

柘
植　
弘
志

柚
子

吉
川　
忠
男

小
豆

高
畑　
澄
子

平
成
29
年
度 

石
見
農
業
祭 

品
評
会
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島根おおちトピックス
　

島
根
お
お
ち
地
区
本
部
は
、
都
賀
・
角
谷
小
水
力
発
電
所
の
改
修
工

事
に
と
も
な
う
起
工
式
を
行
な
い
ま
し
た
。
当
地
区
本
部
で
は
、
大
和

農
協
時
代
に
建
設
し
た
両
小
水
力
発
電
所
か
ら
中
国
電
力

に
売
電
す
る
発
電
所
事
業
を
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
建
設

か
ら
50
年
以
上
経
過
し
、
老
朽
化
に
よ
る
修
繕
が
必
要
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
改
修
工
事
は
、
12
月
よ
り
行
な
わ
れ
、

都
賀
小
水
力
発
電
所
は
平
成
30
年
６
月
、
角
谷
小
水
力
発

電
所
は
平
成
30
年
９
月
の
完
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

近
隣
の
皆
様
に
は
、
工
事
車
両
の
出
入
り
等
に
よ
る
交

通
規
制
の
た
め
ご
迷
惑
と
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

生
協
ひ
ろ
し
ま
高
陽
店
と
安
東
店
に
て
、
石
見
高
原
ハ
ー
ブ
米
コ
シ

ヒ
カ
リ
販
売
促
進
活
動
を
行
な
い
ま
し
た
。
店
内
に
て
新
米
を
炊
き
試

食
と
し
て
提
供
し
た
と
こ
ろ
、「
お
い
し
い
」
と
喜
ん
で
頂
き
ま
し
た
。

　

島
根
お
お
ち
ハ
ー
ブ
米
生
産
部
会
で
は
、
ふ
れ
あ
い
水
田
で
の
田
植

え
か
ら
稲
刈
り
ま
で
の
交
流
と
今
回
の
販
売
活
動
な
ど
を
通
じ
て
、
消
費
者
と
の
つ
な

が
り
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
売
れ
る
米
づ
く
り
と
し
て
「
石

見
高
原
ハ
ー
ブ
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
は
生
協
ひ

ろ
し
ま
へ
５
０
０
ト
ン
、「
石
見
高
原
ハ
ー

ブ
米
き
ぬ
む
す
め
」
は
関
東
方
面
へ
１
０
０

ト
ン
の
販
売
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
ど
ち

ら
も
需
要
に
対
し
て
生
産
が
不
足
し
て
い
る

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
面
積
拡
大
、
新
規

作
付
け
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
Ｊ
Ａ
各
事

業
所
へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
地
域
貢
献
・
地
域
活
性
化
団
体
活
動
の
表
彰
式
が
松
江

市
の
「
ホ
テ
ル
白
鳥
」
に
て
行
な
わ
れ
、
島
根
お
お
ち
地
区
本
部
か
ら

羽
須
美
地
区
の
「
上
田
・
平
佐
棚
田
保
存
会
」
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
期
の
中
で
、
元
気
な

地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
グ
ル
ー
プ
・
団
体
等
を
支
援
し
、
島
根

県
内
の
地
域
活
性
化
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
に
行
な
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

表
彰
式
に
は
、
永
井
智
行
氏
と
三
上
徹
氏
が
出
席
し
、
竹
下
正

幸
組
合
長
か
ら
賞
状
と
副
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
上
田
・
平
佐
棚
田
保
存
会
」
で
は
、
応
募
が
あ
っ
た
家
族
、

グ
ル
ー
プ
か
ら
抽
選
で
棚
田
オ
ー
ナ
ー
を
決
め
、草
刈
や
田
植
え
、

稲
刈
り
な
ど
の
農
作
業
を
通
じ
、
地
域
の
棚
田
の
保
存
や
景
観
の

維
持
、
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

　

島
根
お
お
ち
女
子
大
学
つ
く
し
ん
ぼ
6
期
生
と
7
期
生
は
、
邑
南
町
日

和
に
あ
る「
食
の
学
校
」で
お
菓
子
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
当
日
は
12
名

の
学
生
が
参
加
し
、
食
の
学
校
マ
ネ
ジ
ャ
ー
で
専
属
講
師
の
川
久
保
陽
子

先
生
の
ご
指
導
で
３
種
類
の
お
菓
子
を
作
り
ま
し
た
。
最
初
に「
カ
ッ
プ
ケ
ー

キ
」の
実
演
と
作
り
方
の
ポ
イ
ン
ト
を
講
義
頂
い
た
後
、
二
人
一
組
で
ボ
ー
ル
に
バ
タ
ー
を
入

れ
グ
ラ
ニ
ュ
ー
糖
を
加
え
白
っ
ぽ
い
ク
リ
ー
ム
状
に
な
る
ま
で
混
ぜ
、
卵
、
薄
力
粉
な
ど
を

加
え
、
さ
ら
に
混
ぜ
合
わ
せ
生
地
作
り
を
し
ま
し
た
。
学
生
た
ち
は
交
替
し
な
が
ら
生
地
を

仕
上
げ
、オ
ー
ブ
ン
で
焼
い
て
冷
え
て
か
ら
ホ
イ
ッ
プ
ク
リ
ー
ム
、フ
ル
ー

ツ
な
ど
で
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か「
パ
ン
ナ
コ
ッ
タ
」

と「
米
粉
の
ガ
ト
ー
シ
ョ
コ
ラ
」を
作
り
、
ラ
ッ
ピ
ン
グ
も
教
え
て
も
ら
い

ま
し
た
。
最
後
に
カ
ッ
プ
ケ
ー
キ
と
パ
ン
ナ
コ
ッ
タ
を
紅
茶
で
い
た
だ
き

「
お
い
し
い
、
お
店
の
味
と
同
じ
」「
腕
が
疲
れ
た
け
ど
お
い
し
く
出
来
て

良
か
っ
た
」な
ど
と
感
想
を
話
し
合
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
ガ
ト
ー
シ
ョ

コ
ラ
は
家
族
へ
の
お
土
産
と
し
て
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

9
11月

19
11月

17
11月

18
11月

都
賀・角
谷
小
水
力
発
電
所
起
工
式

石
見
高
原
ハ
ー
ブ
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
販
売
促
進
活
動

地
域
貢
献
・
地
域
活
性
化
団
体
活
動
表
彰
式

女
子
大
学
つ
く
し
ん
ぼ 

お
菓
子
作
り
に
挑
戦
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　JA しまね島根おおち地区本部では再生可能エネル
ギー特別措置法に基づく固定価格買取制度（FIT）におけ
る認定を受け大和地区にあります２箇所の小水力発電所
の改修工事を進めています。平成 30 年１月からは角谷
小水力発電所の改修工事の着工に伴って林道角谷線で下
記の通行規制をさせていただきます。
　たいへんご迷惑をお掛けいたしますがご理解いただき
ますようお願いいたします。

角谷小水力発電所改修工事に伴う
林道角谷線の通行規制のお知らせ

　　JAしまねの自己改革の実現
～ JAしまねは自己改革と統合メリットの発揮に全力で取り組みます～

角谷発電所及び
通行止め箇所

平成30年１月９日～平成30年１月31日
昼間 8：00～ 17：00通行止め（早朝、夜間について普通車までの通行はできます）

平成30年２月１日～平成30年２月25日
終日通行止め

平成30年２月26日～平成30年６月30日
昼間 8：00～ 17：00通行止め（早朝、夜間について普通車までの通行はできます）

工事日程（予定）

　JAグループは、平成27年10月に開催した第27回
JA全国大会において、JAの自己改革に取り組むことと
し、「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」「地域の活性
化」を基本目標とするJAグループ共通の実践方針を決
定し、その達成に向けて取り組んでいます。
　JAしまねにおいても、平成28年度から「第１次中期
経営計画」と「農業戦略実践３カ年営農計画」を策定し、
１県１JAとしての統合メリットの発揮を含めた自己改
革の実現に向けて取り組んでいます。

JAグループ共通の自己改革取り組み分野
基本課題 重点実施分野

最
重
点
分
野

農
業
者
の
所
得
増
大

農
業
生
産
の
拡
大

担い手経営体のニーズに応える個別対応

営農・経済事業への経営資源のシフト

生産資材価格の引き下げと
低コスト生産技術の確立・普及

付加価値の増大と新たな
需要開拓への挑戦

マーケットインに基づく
生産・販売事業方式への転換

新たな担い手の育成や
担い手のレベルアップ対策

シリーズ

自己改革実現に向けて

次回から取り組み分野ごとに解説します
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農 だ よ り営

36.71%合計37.38%去勢雌
県外移出率

35.85%

平成 27年産島根米共同計算に係る精算結果の公表について
生産者の皆様へ
　27年産島根米の最終精算を実施し、生産者の皆様には平成29年12月25日に振込いたします。これまでの共同計算で
の最終精算による端額については、翌年共同計算に繰り越しをしてきましたが、JAしまね28年産島根米から「買取」手法
による集荷・販売に移行しました。よって、27年産島根米の最終精算時における端額30,657円については、繰り越すこ
とが出来ないため「食農教育・営農改善費・産米改良経費等」に充当させて頂きますのでご理解願います。

平成27年産島根米共同計算に係る精算明細（島根おおち地区本部平均基準）

平成27年産米　銘柄等級別最終精算金額と生産者手取り

※主な品種について、掲載しています。
※特別栽培米「石見高原ハーブ米コシヒカリ」「石見高原ハーブ米きぬむすめ」の２品種については27年産米より島根米共同計算から分離し、価格的に有利とされる委託非共
計（準一括買取り方式）に移行しました。このことから、上記の２品種については、島根米共同計算による精算金は発生しませんが、島根おおち地区本部の独自対策として、
１袋あたり一律 310円を最終追加金として加算払いを行います。

単位　円／ 30kg

単位　円／ 30kg

平
成
29
年
11
月
子
牛
市
場
成
績
表

中央 “続落” 西部 “もちあい” 中央 “反発” 
　本県11月の子牛市場は、隠岐・西部・中央で開設し773頭の上場があり、平
均価格は、隠岐が608,872円で“続落”、西部市場が710,827円で“もちあ
い”、中央市場は736,244円で“反発”の取引となりました。

　西部及び中央市場の上場牛では、増体の劣る牛も若干みられたものの、全
体的に発育・体積に富むものが多く、よく揃っていました。
　11月に入ってからは、需要期が近づいたこともあり、枝肉相場が若干上昇
傾向で推移しており、それを反映してか素牛相場も上昇傾向に転じています。

頭数 最高価格 最低価格 平均価格

川 本
メス 3 691,200 669,600 678,240
ヌキ 2 814,320 680,400 747,360
合計 5 814,320 669,600 705,888

邑 智
メス 9 872,640 650,160 716,880
ヌキ 3 849,960 804,600 824,760
合計 12 872,640 650,160 743,850

大 和
メス     
ヌキ     
合計 0 0 0 0

桜 江
メス 1 561,600 561,600 561,600
ヌキ     
合計 1 561,600 561,600 561,600

頭数 最高価格 最低価格 平均価格

中 央 市 場
メス 95 979,560 238,680 668,236
ヌキ 127 991,440 314,280 787,116
合計 222 991,440 238,680 736,244

島根おおち
メス 16 872,640 495,720 679,455
ヌキ 8 856,440 680,400 809,730
合計 24 872,640 495,720 722,880

瑞 穂
メス     
ヌキ     
合計 0 0 0 0

羽 須 美
メス     
ヌキ 1 831,600 831,600 831,600
合計 1 831,600 831,600 831,600

石 見
メス 3 668,520 495,720 607,680
ヌキ 2 856,440 820,800 838,620
合計 5 856,440 495,720 700,056

銘　　　柄 コシヒカリ ハナエチゼン きぬむすめ つや姫 銘柄もち 酒造好適米
等　　　級 １等 ２等 １等 ２等 １等 ２等 １等 ２等 １等 ２等 １等 ２等

本店収入
販売代金 a 6,703.5 6,305.0 5,818.0 5,596.0 6,201.0 5,740.0 6,541.0 6,292.0 7,395.0 7,363.0 8,692.5 8,095.0 
その他収入 11.0 11.0 11.0 11.0 11.0 11.0 11.0 11.0 11.0 11.0 11.0 11.0 
収入計　ａ 6,714.5 6,316.0 5,829.0 5,607.0 6,212.0 5,751.0 6,552.0 6,303.0 7,406.0 7,374.0 8,703.5 8,106.0 

本店支出

概算金償還 5,362.5 4,951.0 4,497.5 4,165.5 4,802.0 4,494.0 5,493.5 5,194.0 5,903.5 5,587.5 7,150.0 6,600.0 
流通・保管等の経
費 341.5 341.5 341.5 341.5 341.5 341.5 341.5 341.5 341.5 341.5 341.5 341.5 

全農手数料 16.0 16.0 16.0 16.0 16.0 16.0 16.0 16.0 16.0 16.0 16.0 16.0 
生産・集荷・販売
の経費 47.0 47.0 47.0 47.0 47.0 47.0 47.0 47.0 47.0 47.0 47.0 47.0 

その他の支出 16.5 16.5 16.5 16.5 16.5 16.5 16.5 16.5 16.5 16.5 16.5 16.5 
支出計　ｂ 5,783.5 5,372.0 4,918.5 4,586.5 5,223.0 4,915.0 5,914.5 5,615.0 6,324.5 6,008.5 7,571.0 7,021.0 

精算金額（本店→地区本部） 931.0 944.0 910.5 1,020.5 989.0 836.0 637.5 688.0 1,081.5 1,365.5 1,132.5 1,085.0 

地区支出
地区本部手数料 265.0 265.0 265.0 265.0 265.0 265.0 265.0 265.0 265.0 265.0 265.0 265.0 
地区経費（荷役料・
押印料） 31.5 31.5 31.5 31.5 31.5 31.5 31.5 31.5 31.5 31.5 31.5 31.5 

JA 控除小計 296.5 296.5 296.5 296.5 296.5 296.5 296.5 296.5 296.5 296.5 296.5 296.5 
差引最終精算金額 634.0 647.0 614.0 724.0 692.0 539.0 341.0 391.0 785.0 1,069.0 836.0 788.0 

品　　種
等 概算金 最終精算 最終価格
級 基本（Ａ） （Ｂ） （Ａ）+（Ｂ）

コシヒカリ
上 5,350 634 5,984
1 5,250 634 5,884
2 4,950 647 5,597

コシヒカリ（ハーブ）
特栽Ｓ産地

1 6,300 310 6,610
2 5,650 310 5,960

ハナエチゼン
1 4,500 614 5,114
2 4,200 724 4,924

きぬむすめ
1 4,800 692 5,492
2 4,500 539 5,039

品　　種
等 概算金 最終精算 最終価格
級 基本（Ａ） （Ｂ） （Ａ）+（Ｂ）

きぬむすめ（ハーブ）
1 5,500 310 5,810
2 5,100 310 5,410

つや姫
1 5,500 341 5,841
2 5,200 391 5,591

契約モチ
（ヒメノモチ）

1 6,400 785 7,185
2 5,800 1,069 6,869

五百万石
1 7,150 836 7,986
2 6,600 788 7,388

山田錦 2 7,550 1,141 8,691
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給油所 12月27日（水） 12月28日（木） 12月29日（金） 12月30日（土） 12月31日（日） 1月1日（月） 1月2日（火） 1月3日（水） 1月4日（木） 1月5日（金） 1月6日（土） 1月7日（日）

瑞穂SS
開店時間 7：00 7：00 7：00 7：00 8：30

休み 休み
8：30 8：30 7：00 7：00 8：30

閉店時間 19：00 19：00 19：00 19：00 17：00 17：00 17：00 19：00 19：00 17：00

井原SS
開店時間 7：00 7：00 7：00 7：00 8：30

休み
8：30 8：30 8：30 7：00 7：00 8：30

閉店時間 19：00 19：00 19：00 19：00 17：00 17：00 17：00 17：00 19：00 19：00 17：00

市木SS
開店時間

休み
13：00 13：00 13：00 13：00

休み
13：00 13：00 13：00 13：00 13：00 13：00

閉店時間 19：00 19：00 19：00 19：00 19：00 19：00 19：00 19：00 19：00 19：00

阿須那SS
営業時間

（開店時間）
7：30
〜12：00

7：30
〜12：00

7：30
〜12：00 7：30 8：30

休み 休み 休み
7：30

〜12：00
7：30

〜12：00 7：30
休み営業時間

（閉店時間）
15：00
〜18：00

15：00
〜18：00

15：00
〜18：00 15：00 15：00 15：00

〜17：00
15：00

〜18：00 13：00

日和SS
開店時間 9：30 9：30 9：30 9：30 9：30

休み 休み 休み 休み
9：30 9：30

休み
閉店時間 18：30 18：30 18：30 18：30 14：00 18：30 18：30

日貫SS
開店時間 8：00 8：00 8：00 8：00 8：00

休み 休み 休み
8：00 8：00 8：00

休み
閉店時間 18：00 18：00 18：00 18：00 14：00 17：00 18：00 18：00

宮内SS
開店時間 7：30 7：30 7：30 7：30 7：30

休み 休み 休み
7：30 7：30

休み 休み
閉店時間 10：00 10：00 10：00 10：00 10：00 10：00 10：00

井原
ガスセンター

開店時間 8：30 8：30 8：30 8：30 8：30
休み 休み 休み

8：30 8：30 8：30
休み

閉店時間 17：00 17：00 17：00 12：00 12：00 17：00 17：00 12：00

店　舗 12月27日（水） 12月28日（木） 12月29日（金） 12月30日（土） 12月31日（日） 1月1日（月） 1月2日（火） 1月3日（水） 1月4日（木）

口　羽
開店時間 9：00 9：00 9：00 9：00 9：00

休み 休み 休み
9：00

閉店時間 18：00 18：00 18：00 17：00 17：00 17：00

矢　上
開店時間 9：30 9：30 9：30 9：30 9：30

休み 休み 休み
9：30

閉店時間 20：00 20：00 20：00 20：00 18：00 20：00

日　和
開店時間 9：30 9：30 9：30 9：30 9：30

休み 休み 休み 休み
閉店時間 18：30 18：30 18：30 18：30 14：00

日　貫
開店時間 9：00 9：00 9：00 9：00 9：00

休み 休み 休み
9：00

閉店時間 18：00 18：00 18：00 18：00 14：00 17：00

三　原
開店時間 8：00 8：00 8：00 8：00 8：00

休み 休み 休み 休み
閉店時間 18：00 18：00 18：00 18：00 15：00

市　山
開店時間 8：30 8：30 8：30 8：30 8：30

休み 休み 休み 休み
閉店時間 17：00 17：00 17：00 17：00 12：00

大　和
開店時間 9：00 9：00 9：00 9：00 9：00

休み 休み 休み 休み
閉店時間 18：30 18：30 18：30 18：30 13：00

一般業務　　　　　12月30日から１月3日まで休業
金融共済窓口業務　12月30日から１月3日まで休業
休業日の受付
○貯金通帳・証書・カード・印鑑等の紛失・盗難　TEL.0120-572-045
○クレジットカード「JAカード」の紛失・盗難　TEL.0120-159-674
○自動車事故の受付　　　　　　　　　　TEL.0120-258-931
○葬祭受付　　　　　　　　　　　　　　TEL.0120-097-983

設置場所 12月30日（土） 12月31日（日） 1月1日（月） 1月2日（火） 1月3日（水） 1月4日（木） 1月5日（金） 1月6日（土） 1月7日（日） 1月8日（月） 1月9日（火）
瑞　穂 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

システム更改のため全面休止
　　　※全国すべてのATMで
　　　　ご利用できません

○
高　原 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
出　羽 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
羽須美 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
口　羽 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
石　見 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
中　野 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

邑智病院 休止 休止 休止 休止 休止 ○ ○ ○
川　本 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

道の駅川本 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
邑　智 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
大　和 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
桜　江 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

稼働時間：月曜日～金曜日　8：45～19：00（邑智病院は8：45～18：00）
ただし土・日曜日および１月１日・１月２日・１月３日は9：00～17：00

【ATM】

【給油所・LPGセンター】

【店　舗】

【配送センター】電話：0120-055-431

年末年始のＪＡ業務を下記の通りとさせていただきま
す。皆様には何かとご迷惑をおかけしますが、何卒ご理
解、ご協力いただきますようお願い申し上げます。

年内配送は26日受付分までとなります。12月29日まで受付し、1月9日からの配送となります。

13



女
が
性
行
部
く

島根おおち地区本部

問い合わせ先 ☎83-1802

◇
ト
ル
コ
石
は
私
の
誕
生
石
。
勤
め
て
初
め
て
の
冬
の
ボ
ー
ナ
ス
で
買
っ
た
の
を
思
い
だ
し

ま
し
た
。
今
は
百
姓
の
手
に
な
り
、
指
輪
が
は
ま
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
残
念
! !

	

羽
須
美
支
店
管
内　

Ｆ
さ
ん　

60
代

●
ト
ル
コ
石
は
12
月
の
誕
生
石
。
Ｆ
さ
ん
、
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
思
い
出

の
指
輪
が
は
ま
ら
な
く
な
っ
た
の
は
残
念
で
す
。
で
も
百
姓
の
手
は
、
働
き
者
の
手
、
こ
れ

も
宝
物
で
す
よ
。

◇
海
士
町
み
か
ん
、
Ｉ
タ
ー
ン
２
名
の
方
の
取
り
組
み
。
防
寒
対
策
や
雑
草
の
処
理
等
試

行
錯
誤
し
な
が
ら
の
挑
戦
。
大
変
勇
気
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

	

桜
江
支
店
管
内　

Ｉ
さ
ん　

60
代

●
初
め
て
来
た
土
地
、
初
め
て
の
み
か
ん
栽
培
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
れ
た
お
二
人
の
「
﨑
の
み

か
ん
」
再
生
に
向
け
た
５
年
間
の
ご
努
力
が
う
か
が
え
ま
し
た
ね
。
３
年
後
に
は
私
た
ち

の
地
域
で
も
海
士
町
産
み
か
ん
を
口
に
す
る
事
が
出
来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。
楽
し
み
で

す
ね
。

◇
一
ヶ
月
余
り
子
守
の
為
、
子
供
の
所
に
行
っ
て
帰
り
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
行
事
が
た
く

さ
ん
あ
る
中
、
全
て
終
わ
り
、
周
り
の
景
色
も
す
っ
か
り
変
わ
っ
て
一
ヶ
月
の
早
さ
を
つ
く

づ
く
感
じ
る
こ
の
頃
で
す
。

	

羽
須
美
支
店
管
内　

Ｈ
さ
ん　

70
代

●
お
帰
り
な
さ
い
。
お
孫
さ
ん
が
か
わ
い
く
て
時
が
経
つ
の
が
よ
り
早
か
っ
た
の
で
は
？

葉
っ
ぱ
の
色
も
赤
や
黄
色
に
変
わ
り
、
あ
れ
よ
、
あ
れ
よ
と
落
ち
葉
と
な
っ
て
舞
う
季
節
と

な
り
ま
し
た
。「
秋
は
つ
る
べ
落
と
し
」
あ
っ
と
言
う
間
に
次
の
季
節
。
う
～
寒
さ
が
身
に

し
み
ま
す
。

◇
今
年
は
大
根
、
ハ
ク
サ
イ
の
植
え
付
け
、
種
ま
き
が
少
々
遅
く
な
り
、
大
根
は
子
供
の

足
ぐ
ら
い
。
昨
年
は
私
の
足
の
よ
う
に
立
派
に
育
っ
た
の
で
す
が
残
念
で
す
。
そ
し
て
ハ
ク

サ
イ
は
ま
る
で
レ
ー
ス
の
よ
う
で
す
。
そ
れ
で
も
何
と
か
巻
い
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
誌
を

参
考
に
し
て
保
存
し
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

	

石
見
支
店
管
内　

Ｎ
さ
ん　

60
代

●
大
根
も
ハ
ク
サ
イ
も
寒
い
季
節
の
必
須
野
菜
で
す
も
の
貴
重
で
す
。
鍋
物
や
お
漬
物
、

サ
ラ
ダ
や
煮
物
や
使
い
道
も
た
く
さ
ん
で
す
。
大
切
に
保
存
し
て
冬
じ
ゅ
う
食
べ
ら
れ
る
と

嬉
し
い
で
す
ね
。
先
月
の
家
庭
菜
園
コ
ー
ナ
ー
の
「
ハ
ク
サ
イ
の
上
手
な
貯
蔵
方
法
」
に
た

く
さ
ん
の
お
便
り
を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
月
も
皆
さ
ん
か
ら
の
お
た
よ
り
が
た
く

さ
ん
届
い
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
そ
の
他
、
Ｊ
Ａ
に
対
す
る
ご
意

見
ご
要
望
な
ど
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

お便り紹介

Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
イ
ル
ミ
で
ぜ
ん
ざ
い
販
売

各
支
部
で
産
業
祭
に
参
加

　

島
根
お
お
ち
地
区
本
部
女
性
部
羽
須
美
支

部
は
、
羽
須
美
地
区
で
開
催
さ
れ
た
「
Ｉ
Ｎ

Ａ
Ｋ
Ａ
イ
ル
ミ
」
で
来
場
者
に
ぜ
ん
ざ
い
を

作
っ
て
販
売
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
６
人
の
女
性
部
員
が
朝
早
く
か

ら
準
備
を
し
、
ぜ
ん
ざ
い
や
漬
け
物
、
も
ち

な
ど
の
加
工
品
を
販
売
。
夜
は
、
気
温
が
低
く
冷
た
い
風
が

吹
く
な
か
、
た
く
さ
ん
の
来
場
者
が
あ
り
、
温
か
い
ぜ
ん
ざ

い
は
好
評
で
２
日
間
で
用
意
し
て

い
た
8
升
分
の
餅
は
、
初
日
で
売

り
切
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

女
性
部
員
は
、「
来
年
4
月
で
廃

線
と
な
る
三
江
線
が
通
る
最
後
の

イ
ベ
ン
ト
な
の
で
来
場
者
が
今
ま

で
で
一
番
多
か
っ
た
。
盛
り
上
が
っ

た
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
地
域
が
活
性

化
す
る
よ
う
に
女
性
部
も
協
力
し

て
い
き
た
い
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

川
本
町
産
業
祭
に
参
加

し
、
う
ど
ん
や
野
菜
、
加
工

品
の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
も
よ
く
、
来
場

者
も
多
か
っ
た
の
で
う
ど
ん

も
野
菜
な
ど
大
変
良
く
売
れ

ま
し
た
。

5
11月

川
本
支
部

　

美
郷
町
産
業
祭
「
み
さ

と
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」
に
参

加
し
、
う
ど
ん
と
お
餅
の
販

売
を
し
ま
し
た
。
女
性
部

員
と
Ｊ
Ａ
職
員
が
力
強
く

つ
く
餅
は
、
大
盛
況
の
う
ち

に
売
り
切
れ
ま
し
た
。 12

11月

邑
智
支
部

　

石
見
支
部
で
は
、
Ｊ
Ａ
主

催
の
農
業
祭
で
う
ど
ん
と

加
工
品
の
販
売
を
行
い
ま
し

た
。
店
先
に
は
、
日
和
地
区

自
治
会
が
作
っ
た
ア
ン
パ
ン

マ
ン
の
人
形
を
並
べ
、
に
ぎ

や
か
と
な
っ
た
店
に
は
多
く

の
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。

石
見
支
部

12
11月

11
11月

25
11月

26
11月

14



1月20日
土

1・2月の行事紹介

18日（木）・19日（金）・20日（土）
1 月の外勤日

年金に関する疑問・質問は
お気軽にご相談ください JAしまね　島根おおち地区本部　年金相談センターTEL.83-1803

仕事始め式1月4日

2月9日

木

金

平成29年分
公的年金等の源泉徴収票が
送付されます

女子大つくしんぼ
場　所：地区本部
内　容：ハンドケアとネイルアート

第７回つけものコンテスト
＆クッキングフェスタ
時　間：9：45〜13：00
場　所：田所公民館
たくさんの出品と参加をお待ちし
ています。

只今、Ｈ 30年度の日帰り旅行の計画中です。どこに行こうか、なにをしようか…
検討中です。行きたい所・やりたい事などいい案があればご提案ください。
皆様が楽しめる旅行にしたいですねぇ～

　平成29年中に厚生年金・国民年金等の年金を受け取られた皆さんに、支払
われた年金の金額や源泉徴収された所得税額などをお知らせする【平成29年分
公的年金等の源泉徴収票】が、日本年金機構より 1月下旬ごろにハガキで送付
されます。（予定）
　この源泉徴収票は、所得税の確定申告などを行う際に添付書類として必要と
なりますので、大切に保管してください。
※障害年金や遺族年金は、所得税の課税対象となっていないため（非課税）、これらの年金を受けてい

る方には、源泉徴収票は送付されません。

平成30年
1月年金相談会

年金相談会　午前10：00から午後3：00

午前9：00から午後3：00

桜江支店1/20（土）
瑞穂支店1/28（日）

瑞穂支店はローン相談会同時開催

組合員・利用者のみなさまへ

臨時休業のお知らせ
　誠に勝手ながら、棚卸業務のため下記の窓口
業務を臨時休業とさせていただきます。
　ご不便をおかけしますが、何卒ご理解とご協
力を賜りますようお願い申しあげます。

臨 時 休 業 日

平成30年１月 4日（木）
営農部・資材課・各営農生活事業所
阿須那 SS・日和 SS・日貫 SS
宮内 SS・井原ガスセンター

日和・三原・市山・大和店舗
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